












	 執筆者校正は初校のみ 。なお 校正段階で 大幅な修正はできません で、完全原稿で提出してください。（大幅な修正があった場合は、応分の費用を負担願うこととなります。 ）
（６）
	 各執筆者に抜き刷りを五〇部及び本誌五部を贈呈します。なお、抜き刷り増 、実費でいたします で、事前に申し込みください。
（７）













かし歴史・思想・文学の各分野にわたり、さらに論考・研究ノート・資料紹介 書評という多彩なジャンルを収めることができたのは、難産の甲斐があったと言っても良いでしょう。究所は今年度から陽明学と日本漢学をそれぞれ研究センターとして顕在化させました。各センター発行の『陽明学』と『日本漢文学研究』という雑誌が、二松學舍の伝統ある学問を継承する成果としてあると同時に、この『集刊』もまた、そ ぞれ関わりながらも異なる視野と視点を持つ雑誌として価値を持つものであるこ を、ここに証明できた ではないかと思います。論考を寄せていただいた先生方 また研究所 運営をつねに周到にリードしてくださる職員の方々に感謝しつつ、今年度の集成として『集刊』第
49集をお届けいたします。
	
（牧角悦子）
